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14（平成20年8月5日発行）　すえまち議会だより　No.16515 （平成20年8月5日発行）　すえまち議会だより　No.165

中嶋　裕史　町長 

藤石　豊　議長 

町長報告
須
恵
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
周
辺
道
路
整
備 

　
須
恵
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

周
辺
道
路
整
備
に
つ
い
て
、

今
年
二
月
に
須
恵
〜
志
免
線

の
早
期
建
設
・
早
期
開
通
を

目
的
と
す
る
「
県
道
志
免
〜

須
恵
線
道
路
建
設
促
進
期
成

会
」
を
発
足
し
、
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
二
ヶ
月
ほ
ど
遅

れ
ま
し
た
が
、
五
月
二
十
八

日
に
県
道
志
免
〜
須
恵
線
の

事
業
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
西
原
区
の

ト
ヨ
タ
セ
ン
タ
ー
か
ら
高
速

道
路
西
側
の
旅
石
赤
坂
地
区

を
通
り
、
井
尻
線
ま
で
の
延

長
約
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
は
両
側
歩
道
を
含
め
一

五
メ
ー
ト
ル
の
新
設
道
路
で

あ
り
、
完
成
し
ま
す
と
須
恵

町
の
交
通
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
る
だ
け
で
な
く
旅
石
地

区
は
も
と
よ
り
、
須
恵
町
に

も
多
大
な
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 
　
こ
の
事
業
は
、
平
成
二
十

四
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
を
目

途
に
計
画
さ
れ
、
全
体
事
業

費
は
約
十
五
億
円
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
詳
細
設
計
・

地
質
調
査
・
用
地
測
量
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
元
説

明
会
の
開
催
後
、
七
月
初
め

に
は
県
土
木
事
務
所
に
て
測

量
業
務
が
発
注
の
予
定
で
あ

り
、
来
年
度
か
ら
は
物
件
調

査
お
よ
び
補
償
・
用
地
取
得

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
　 

　
こ
れ
ら
須
恵
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
周
辺
道
路
整
備
に
関

連
し
て
、
現
計
画
の
西
原
区

ト
ヨ
タ
セ
ン
タ
ー
か
ら
旅
石

赤
坂
地
区
の
農
地
を
通
り
、

新
生
交
差
点
、
須
恵
高
校
西

側
を
結
び
宇
美
町
に
抜
け
る

都
市
計
画
道
路
の
土
井
〜
宇

美
線
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る

方
向
で
県
と
大
筋
合
意
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
主
要
地
方
道
、
筑

紫
野
〜
古
賀
線
の
四
車
線
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
も
含
め
、

今
後
も
道
路
事
業
を
積
極
的

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

東　好男　教育長 

教育行政報告多
岐
に
わ
た
る 

　
　
　
教
育
課
題
が
山
積
み 

　
情
報
化
の
進
展
を
は
じ
め
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の

中
、
生
き
る
力
の
基
礎
と
な

る
学
力
の
向
上
、
こ
の
こ
と

を
は
じ
め
、
学
校
・
地
域
社

会
の
安
全
確
保
や
子
育
て
支

援
体
制
の
充
実
、
さ
ら
に
は

家
庭
で
取
り
組
む
べ
き
子
ど

も
た
ち
の
し
つ
け
や
正
し
い

生
活
リ
ズ
ム
の
育
成
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
教
育
課
題
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
、
新
し
い
教
育
基
本
法
の

も
と
、
昨
年
に
は
地
方
教
育

行
政
法
、
学
校
教
育
法
、
教

育
免
許
法
の
教
育
三
法
が
改

正
さ
れ
、
こ
の
四
月
に
は
、

教
育
課
程
の
基
準
で
も
あ
る

学
習
指
導
要
領
が
新
た
に
告

示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
ま
さ
に
、
新
し
い
時
代

に
生
き
る
創
造
的
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
に
満
ち
た
人
材
の

育
成
を
図
る
こ
と
が
益
々
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。 

　
そ
の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
共
に
手
を
携
え
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
個
性

を
見
出
し
、
そ
の
伸
張
を
図

る
と
と
も
に
未
来
を
切
り
開

く
学
力
と
、
主
体
的
・
自
立

的
に
行
動
す
る
資
質
や
能
力

等
の
生
き
る
力
、
さ
ら
に
は

他
人
を
思
い
や
る
心
や
公
共

の
精
神
を
尊
び
、
社
会
に
貢

献
す
る
態
度
な
ど
豊
か
な
人

間
性
を
培
う
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
は
言
っ
た
も
の
の
、

当
町
の
財
政
事
情
を
考
え
る

と
新
規
事
業
の
導
入
は
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
粕
屋
地
区
内
、

各
市
町
の
教
育
に
後
れ
を
と

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
要
は
、
実
効
性
を
い
か
に

高
め
る
か
で
あ
り
、
現
在
の

与
え
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で

最
大
の
教
育
効
果
を
上
げ
る

こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
第
二
回
六
月

定
例
議
会
が
十
二
日
か
ら
十

九
日
ま
で
八
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
議
会
の
提
出
議
案
十
六

件
は
、
全
て
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
陳
情
は
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

　
本
陳
情
は
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
と
、
公
務
関
係
労
働

者
の
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を

求
め
る
も
の
で
す
。 

　
賛
成
意
見
は
、
公
務
員
の

削
減
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
役

割
を
低
下
さ
せ
る
と
共
に
、

安
易
な
民
間
開
放
に
よ
り
従

来
か
ら
の
「
安
心
・
安
全
」

が
失
わ
れ
兼
ね
な
い
、
反
対

意
見
は
、
制
度
改
革
の
必
要

性
と
、
内
容
の
一
部
が
国
家

公
務
員
の
た
め
の
陳
情
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
で
し
た
。 

　
今
回
の
陳
情
は
議
会
議
員

と
し
て
の
的
確
な
判
断
と
議

論
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
前
回

の
八
名
か
ら
一
名
多
い
九
名

の
議
員
が
執
行
部
に
対
し
て

行
な
い
ま
し
た
。 

　
傍
聴
者
数
も
四
十
七
〜
八

名
と
過
去
最
高
を
記
録
し
、

議
員
の
資
質
向
上
と
励
み
に

な
り
ま
し
た
。 

　
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
今
後
も
、
住
民
と
議
会
と

の
距
離
を
一
歩
で
も
近
づ
け
、

顔
の
見
え
る
議
会
活
動
を
推

進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

6月議会を終えて 

議
長
通
信 

そ
の
他
の
議
案 

◇
須
恵
町
手
数
料
条
例
の
　

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

　
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、
平
成
二
十
年
五

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
戸
籍
法
の
規
定

が
変
更
さ
れ
る
た
め
、
本
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。 

　
今
回
の
適
用
条
例
の
改
正

は
、
誰
で
も
戸
籍
謄
本
等
の

交
付
の
請
求
が
で
き
る
と
い

う
従
来
の
戸
籍
の
公
開
原
則

を
改
め
、
第
三
者
が
戸
籍
謄

本
等
の
交
付
請
求
が
で
き
る

場
合
を
制
限
す
る
法
的
措
置

を
講
じ
た
こ
と
に
よ
る
改
正

で
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　会議において、表決の前に議題となって
いる案件に対し、賛成か反対かの自己の意
思を表明すること。 
　討論の目的は、単に賛否の意見を明らか
にするだけでなく、まだ賛否を決定していな
い議員に対し、自己の意見に賛同させるとと
もに、意見の異なる議員を自己の意見に同
調させることにその意義がある。 

「討論」とは？ 

　須恵町出身のイラストレーター・
田原ウーコさんに四コマ漫画の原稿
依頼をしたところ快く引き受けてい
ただき、今号（165号）より“すえ
っ子未来ちゃん”を連載することに
なりました。 
プロフィール 
　現在、福岡を中心に九州・東京な
どの広告・エディトリアルにてイラ
ストレーターとして活動中。 
　2006年に絵本「ねぼすけちゃーぼ」
発刊（現在は、海外出版のみ展開中）。 

その他の議案 可・否 

全員賛成 

全員賛成 

須恵町税条例の一部を改正する条例 
の専決処分について 

須恵町奨学資金貸付条例を 
廃止する条例 

その他の議案 可・否 

全員賛成 

全員賛成 

須恵町国民健康保険税条例の一部を 
改正する条例の専決処分について 

須恵町奨学資金特別会計条例を 
廃止する条例 

シリーズ 


